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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は新聞の政治宣伝に対する量的テキスト分析を通じて、党の宣伝戦略
を明らかにすることである。分析対象は新聞およびソーシャル・メディアにおける政治宣伝のテキストである。
人間の判断を分析に含めることができる半教師あり学習の手法を用いた。分析の結果、党はソーシャル・メディ
アにおいて2つの宣伝戦略を駆使していることを明らかにした。反体制派へのシグナルを発信することと、経済
発展や社会問題を解決するという政権の有能性を強調することである。ここから、党はソーシャル・メディアの
宣伝を通じて人々の支持を集め、正統性を確保していると結論付けた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify party propaganda strategies through a 
quantitative text analysis. The objects of analysis were political propaganda texts in newspapers 
and social media. This study applied a semi-supervised learning approach, which can include human 
judgment in its analyses. The results show that the party used two social media propaganda 
strategies: signaling to dissidents and emphasizing the competence of the regime in developing the 
economy and solving social problems. This study concludes that the Chinese Communist Party gathers 
people's support and ensures its legitimacy through social media propaganda.

研究分野：政治コミュニケーション
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義はつぎの2点にまとめられる。
　第1に、党によるソーシャル・メディアを通じた宣伝を実証的に明らかにし、現実政治の理解に貢献するとと
もに、中国の権威主義体制における支配のメカニズムの一端を明らかにした。本研究の結果からは、党は政治宣
伝を通じて人々の支持を集めていることが示唆される。
　第2に、中国メディア研究の可能性を広げることができるという意義である。これまで中国の新聞を対象に行
っていた分析手法を、ソーシャル・メディアに対する分析へと発展させることができた。さらに、量的テキスト
分析と質的比較分析を組み合わせる手法を用いるなど、中国のメディアを分析するための手法を提示することが

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
中国の権威主義体制の持続に関する先行研究は、中国共産党による柔軟な支配のメカニズム
を強調してきた。たとえば、先行研究によると、中国共産党は、政権を持続させるために支配の
方法を時代状況に合わせて柔軟に変化させてきたという。しかし、習近平政権は任期制限を撤廃
し、「習近平思想」を打ち出すという強硬な支配に転換した。政権の任期制限が撤廃されたこと
で、習近平政権による抑圧的な支配が強化・継続する可能性が、学術界・メディアを問わず盛ん
に指摘されるようになった。このように、先行研究が指摘する柔軟な支配、現実の共産党による
強硬な支配という、両者の間に矛盾が存在する。はたして先行研究は現状をとらえることに失敗
したのであろうか。 
先行研究は特定の制度や事例から中国共産党の変容を捉える研究であり、長期にわたる共産
党の変容は実証してこなかった。なぜなら、中国では頻繁に政治経済状況が変化し、また安定し
た統計データも存在しないため、長期的な党の変容を捉える手法が存在しなかっためである。そ
こで、本研究は先行研究の抱える矛盾を政治宣伝に対する量的テキスト分析によって解き明か
そうとする研究である。本研究は政治宣伝を中国共産党自身の変容と現す「鏡」としてとらえ、
量的テキスト分析の手法を用いて共産党の変容を明らかにすることを試みる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は新聞の政治宣伝に対する量的テキスト分析を通じて、党の宣伝戦略を明らか
にすることである。ここから、現代中国における党の変容を検討する。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の分析対象は、新聞およびソーシャル・メディアにおける中国共産党による政治宣伝で
ある。量的テキスト分析のうち、人間の判断を分析に含めることができる半教師あり学習の手法
を用いた。分析に用いたのは、量的テキスト分析に特化した Rの Quantedaパッケージである。
本研究に共通する量的テキスト分析の手順は主に次の３つである。 
第１に、データセットの構築である。テキストの収集とデータのクリーニングを行ったうえで、
中国語の形態素解析用のパッケージである JiebaRを用いて分かち書きを行った。 
第２に、テキストの地理分析を行い、国内の記事に限定した。地理名称の辞書を作成した上で、

Rパッケージの Newsmapを使用し、中国語の新聞記事を中国国内とそれ以外に分類した。分析
には国内と推定された記事を使用した。 
第３に、分析の実行である。Rの LSXパッケージを使用し、LSS（Latent Semantic Scaling）を
用いてヒントとなる単語（種語）を設定し、テキストの分類を行った。LSSは種語に基づきテキ
ストを一次元上に位置付け、値を付与する手法である。最後に、研究ごとに異なる分析を実行し
て結果を導きだした。 
 
 
４．研究成果 
 研究期間を通じて、主に３つの研究成果を得た。 
（１）『人民日報』における長期的な宣伝内容の変化 

1950年から 2020年の 70年にわたる新聞記事を対象に、『人民日報』における報道内容の変化
を明らかにした。党の宣伝機関を代表する『人民日報』の記事 24896件を対象にした。分析の結
果、党に関する新聞記事において教条的宣伝を中心とする記事は依然として存在するものの、
2000 年以降に国家発展を中心とする記事の比率が相対的に高まったことを明らかにした。さら
に、腐敗・汚職に関する報道では、自己批判から世論監督を中心とする記事の比率が 2005年以
降に高まった。ここから、『人民日報』を通じた正統性確保の手段が、思想・イデオロギーから
党の成果を強調することに変容したことを明らかにした。この結果にもとづき学会報告を行い、
「『人民日報』における報道内容の変容－1950年から 2020年を対象とした計量テキスト分析－」
と題して、『メディア研究』101号に掲載された（中山敬介氏との共著）。 

 
（２）ソーシャル・メディアにおける中国共産党の宣伝戦略 

2013年から 2023年までの人民日報のWeibo（中国を代表するソーシャル・メディアである「微
博」）134404件を対象に、中国共産党の宣伝戦略を量的テキスト分析によって明らかにした。全
国人民代表大会といった政治制度に関するテキストと、党に関するテキストでは、異なる宣伝戦
略が駆使されていることを実証的に示した。党はソーシャル・メディアで反体制派へのシグナル
を発信するとともに、経済発展や社会問題を解決するという政権の有能性を強調する。ここから、



党はソーシャル・メディアの宣伝を通じて人々の支持を集め、正統性を確保していると結論付け
た。この成果は、2023 年 6 月の日本比較政治学会において「ソーシャル・メディアを通じた中
国共産党のイメージ形成―人民日報 Weibo を対象に―」というタイトルで報告した。以上の内
容を修正し、論文としてまとめ、比較政治学会年報第 26号に掲載が決定した。  
 
（３）量的テキスト分析と制度を関連付けた研究 
商業紙である『新京報』と『南方都市報』を対象に、中国に特有のメディア新聞管理制度と関
連付けて、量的テキスト分析によって新聞の自己検閲を抽出する試みを行った。その成果は 2024
年 3 月に刊行した『中国の新聞管理制度―商業紙はいかに共産党の権力を受け入れたのか―』
（勁草書房）第 5章において公表した。さらに、量的テキスト分析と質的比較分析（QCA）を組
み合わせる手法を用いて、ソーシャル・メディアにおける宣伝内容を決定づける条件について検
討した。分析の結果、行政管理や人事管理といった新聞を管理するための制度が、ソーシャル・
メディアの宣伝をも規定していることを発見し、2024 年 5 月に行われた日本選挙学会で成果を
報告した。 
 
 以上から、本研究の意義はつぎの２点にまとめられる。 
第１に、党によるソーシャル・メディアを通じた宣伝を実証的に明らかにし、現実政治の理解
に貢献するとともに、中国の権威主義体制における支配のメカニズムの一端を示した。本研究の
結果からは、党は政治宣伝を通じて人々の支持を集めていることが示唆される。ここから、強硬
な支配を行っているように見える習近平政権であっても、人々の支持を集める必要があること
が指摘できる。 
第２に、中国メディア研究の可能性を広げることができるという意義である。これまで中国の
新聞を対象に行っていた分析手法を、ソーシャル・メディアに対する分析へと発展させることが
できた。さらに、量的テキスト分析と質的比較分析を組み合わせる手法を用いることで、これま
で別個に議論されてきたメディアの管理制度と宣伝内容を関連付けて分析する手法を提起した。 
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